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はじめに 
 

対象読者と目的 

『CLUSTERPRO® PPガイド』は、クラスタシステムに関して、システムを構築する管理者、およびユーザサ

ポートを行うシステムエンジニア、保守員を対象にしています。 

本書では、CLUSTERPRO環境下での動作確認が取れたソフトウェアをご紹介しています。ここでご紹介す

るソフトウェアや設定例は、あくまで参考情報としてご提供するものであり、各ソフトウェアの 動作保証をす

るものではありません。 
 

適用範囲 

本書は、 以下の製品を対象としています。 
CLUSTERPRO X 4.1 for Windows 
CLUSTERPRO X 4.0 for Windows 
CLUSTERPRO X 3.3 for Windows 
 
IBM Resiliency Orchestration 7.3 
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CLUSTERPRO マニュアル体系 

CLUSTERPRO のマニュアルは、以下の 4 つに分類されます。各ガイドのタイトルと役割を以下に示しま

す。 

 

『CLUSTERPRO X スタートアップガイド』(Getting Started Guide) 

CLUSTERPRO を使用するユーザを対象読者とし、製品概要、動作環境、アップデート情報、既知の問題な

どについて記載します。 

 

『CLUSTERPRO X インストール & 設定ガイド』(Install and Configuration Guide) 

CLUSTERPRO を使用したクラスタ システムの導入を行うシステム エンジニアと、クラスタシステム導入

後の保守・運用を行うシステム管理者を対象読者とし、CLUSTERPRO を使用したクラスタ システム導入

から運用開始前までに必須の事項について説明します。実際にクラスタ システムを導入する際の順番に則

して、CLUSTERPRO を使用したクラスタ システムの設計方法、CLUSTERPRO のインストールと設定手

順、設定後の確認、運用開始前の評価方法について説明します。 
 

『CLUSTERPRO X リファレンス ガイド』(Reference Guide) 

管理者、およびCLUSTERPRO を使用したクラスタ システムの導入を行うシステム エンジニアを対象とし、

CLUSTERPRO の運用手順、各モジュールの機能説明、メンテナンス関連情報およびトラブルシューティン

グ情報等を記載します。『インストール ＆ 設定ガイド』を補完する役割を持ちます。 
 

『CLUSTERPRO X 統合WebManager 管理者ガイド』(Integrated WebManager Administrator’s Guide) 

CLUSTERPRO を使用したクラスタシステムを CLUSTERPRO 統合WebManager で管理するシステム 

管理者、および統合WebManager の導入を行うシステムエンジニアを対象読者とし、統合WebManager 

を使用したクラスタシステム導入時に必須の事項について、実際の手順に則して詳細を説明します。 
 
 

CLUSTERPRO X 4.1のマニュアルは、リファレンス ガイドが分冊化され、以下の2つのガイドも追加されま

した。 
 

『CLUSTERPRO X メンテナンス ガイド』(Maintenance Guide) 

CLUSTERPROのメンテナンス関連情報を説明しています。 
 

『CLUSTERPRO X ハードウェア連携 ガイド』(Hardware Feature Guide) 

特定ハードウェアと連携する機能について説明しています。 
 
 

関連資料 

以下のURLより、IBM Resiliency Orchestrationの各種ドキュメントのダウンロードが可能です。 
 
https://www.ibm.com/support/knowledgecenter/ja/SSBK5V_7.3.1/iro731_welcome.html 
 
 

  

https://www.ibm.com/support/knowledgecenter/ja/SSBK5V_7.3.1/iro731_welcome.html
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本書の表記規則 

 

本書では、「注」および「重要」を以下のように表記します。 
 

注： は、重要ではあるがデータ損失やシステムおよび機器の損傷には関連しない情報を表します。 

 

重要： は、データ損失やシステムおよび機器の損傷を回避するために必要な情報を表します。 

 

関連情報： は、参照先の情報の場所を表します。 

 

また、本書では以下の表記法を使用します。 
 

表記 使用方法 例 

[ ] 角かっこ 

コマンド名の前後 

画面に表示される語 (ダイアログ

ボックス、メニューなど) の前後 

[スタート] をクリックします。 

[プロパティ] ダイアログ ボックス 

コマンドライ

ン中の  [ ] 

角かっこ 

かっこ内の値の指定が省略可能

であることを示します。 
clpstat -s[-h host_name] 

モノスペース

フ ォ ン ト
(courier) 

コマンド ライン、関数、パラメータ clpstat –s 

モノスペース

フォント太字
(courier) 

ユーザが実際にコマンドプロンプ

トから入力する値を示します。 

以下を入力します。 
clpcl –s –a 

モノスペース
フ ォ ン ト
(courier) 

斜体 

ユーザが有効な値に置き換えて

入力する項目 
clpstat –s [-h host_name] 
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最新情報の入手先 

最新の製品情報については、以下のWebサイトを参照してください。 
 
   https://jpn.nec.com/clusterpro/ 



 
1 
 
 
 

 

第 1 章 IBM Resiliency Orchestration 
 

機能概要 

IBM Resiliency Orchestration 7.3 (以下、IBM RO) を、CLUSTERPRO X 環境下で利用する際

の機能概要について以下に記述します。 

CLUSTERPRO X と IBM RO を連携することで、クラスタの RTO, RPO, 差分データサイズの取

得、ドリルランやレポートの自動生成を行うことができるようになります。 
 
 

機能範囲 

本書では、IBM RO のリカバリーグループとして、サーバ 2 台でミラー構成したクラスタを登録する

ことを想定しています。 

IBM RO が動作するサーバは、CLUSTERPRO X が動作するサーバとは別にもう 1 台用意してく

ださい。 
 
 

動作環境 

 現用系サーバ 
Windows Server 2019 Datacenter 

CLUSTERPRO X (ミラー構成) 
 

 待機系サーバ 
Windows Server 2019 Datacenter 

CLUSTERPRO X (ミラー構成) 
 

 RO サーバ 
Red Hat Enterprise Linux 7.4 / CentOS-7 (1708) 
IBM Resiliency Orchestration 7.3 
 

 

CLUSTERPRO X と IBM RO の動作に必要なハードウェア要件については、各製品のドキュメン

トをご確認ください。 
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構築手順 

IBM Resiliency Orchestration の CLUSTERPRO 環境構築は以下の流れで行います。 
 

1. CLUSTERPRO X のセットアップ 

2. IBM Resiliency Orchestration のインストール 

3. WMI による通信の許可 

4. カスタムスクリプトの準備 

5. プロダクションサイトと DR サイトの作成 

6. サブシステムの作成 

7. リカバリーグループの作成 

8. アプリケーショングループの作成 

9. BCO ワークフローの作成 (リカバリーグループ) 

10. BP ワークフローの作成 (リカバリーグループ) 

11. BCO ワークフローの実行 (リカバリーグループ) 

12. BP ワークフローの実行 (リカバリーグループ) 

13. BCO ワークフローの作成 (アプリケーショングループ) 

14. BCO ワークフローの実行 (アプリケーショングループ) 

15. ドリルワークフローの作成 

16. ドリルワークフローの実行 

17. レポートの確認 
 
 

 CLUSTERPRO X の設定例 

 フェイルオーバグループ: failover 

 ミラーディスクリソース: md1 

 ミラーディスクリソース: md2 

 ミラーディスクリソース: md3 

 フローティング IP リソース: fip1 

 ユーザ空間モニタリソース: usrw 

 ミラーディスクモニタリソース: mdw1 

 ミラーディスクモニタリソース: mdw2 

 ミラーディスクモニタリソース: mdw3 

 ミラーディスクコネクトモニタリソース: mdnw1 

 ミラーディスクコネクトモニタリソース: mdnw2 

 ミラーディスクコネクトモニタリソース: mdnw3 

 フローティング IP モニタリソース: fipw1 
 

 IBM Resiliency Orchestration の設定例 

 アプリケーショングループ: AppGroup 

 リカバリーグループ: RecGroup 

 インストールパス ($EAMSROOT): /opt/panaces/ 
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1.CLUSTERPRO Xのセットアップ 

「CLUSTERPRO X インストール & 設定ガイド」にしたがって、現用系サーバと待機系サーバに

CLUSTERPRO X をインストールしてください。 

ミラーディスクリソースを含むフェイルオーバグループを作成し、クラスタを起動してください。 
 
 

2. IBM Resiliency Orchestrationのインストール 

IBM Resiliency Orchestration のインストールガイドにしたがって、RO サーバに IBM Resiliency 

Orchestration をインストールしてください。 

また、IBM RO の運用には、MariaDB と Apache Tomcat が必要となります。IBM RO インストー

ルガイドと、お使いの OS バージョンをもとに、適切な MariaDB と Apache Tomcat をインストール

してください。 
 
 

3. WMIによる通信の許可 

本書では、エージェントレスの構成を想定しています。IBM Resiliency Orchestration のインストー

ルガイドにしたがって、現用系サーバと待機系サーバにて WMI を有効化してください。 
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4. カスタムスクリプトの準備  

RO サーバは、カスタムスクリプトを定期的に実行することで、現用系サーバと待機系サーバの情

報を定期的に取得します。 
 

① /opt/panaces/scripts/ECX フォルダを作成します。 
 

② /opt/panaces/scripts/ECX/RecGroup フォルダを作成します。 
 

③ 作成したフォルダの所有者、所有グループ、パーミッションを変更します。 
 

sudo chown panacesuser:panacesusergroup /opt/panaces/scripts/ECX 
sudo chown panacesuser:panacesusergroup /opt/panaces/scripts/ECX/RecGroup 
sudo chmod 775 /opt/panaces/scripts/ECX 
sudo chmod 775 /opt/panaces/scripts/ECX/RecGroup 

    

④ ECX_RepInfo.tcl と getrpo.tcl を/opt/panaces/scripts/ECX/RecGroup フォルダ配下にコ

ピーします。 
 

⑤ カスタムスクリプトの所有者、所有グループ、パーミッションを変更します。 
 

sudo chown panacesuser:panacesusergroup ECX_RepInfo.tcl 
sudo chown panacesuser:panacesusergroup getrpo.tcl 
sudo chmod 776 ECX_RepInfo.tcl 
sudo chmod 776 getrpo.tcl 

 

⑥ ECX_RepInfo.tcl と getrpo.tcl をテキストエディタで開き、パラメータを環境に合わせて編集し

ます。 
 

 fip 

CLUSTERPRO X にて設定したフローティング IP アドレスを設定してください。 
 

 port 

Cluster WebUI / WebManager と通信するためのポート番号を設定してください。 

CLUSTERPRO X での既定値は 29003 です。 
 

 mdName 

CLUSTERPRO X にて設定したミラーディスクリソースのリソース名を設定してください。 
 

 recoveryGroup 

IBM RO にて作成予定のリカバリーグループ名を設定してください。 
 

⑦ 現用系サーバと待機系サーバに checkstatus.bat と movegrp.bat を配置します。 

後程 IBM RO にてファイルパスを指定するので、任意の場所に配置してください。 
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5. プロダクションサイトとDRサイトの作成 

本書では、現用系サーバが稼働するサイトをプロダクションサイト、待機系サーバが稼働するサイ

トを DR サイトと呼びます。 
 
 

① 以下の URL にアクセスし、IBM Resiliency Orchestration にログインします。 

http://<RO サーバの IP アドレス>:8080/PanacesGUI/ 
 

 
 
 

② ディスカバリーアイコンをクリックし、ディスカバリー画面に移動します。 
 

 
 
 

③ 「検出」にマウスオーバし、「サイト」をクリックします。 
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④ 「新しいサイトを作成する」をクリックします。 
 

 
 
 

⑤ 「サイト名」にプロダクションサイトの名前、「サイトアドレス」にプロダクションサイトの住所を入

力し、「保存」をクリックします。 
 

 
 
 

⑥ DR サイトについてもプロダクションサイトと同様の手順で作成します。 
 

 
 
 

⑦ プロダクションサイトと DR サイトを作成した後は以下のような画面になります。 
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6. サブシステムの作成 

サブシステムを作成し、IBM RO に現用系サーバと待機系サーバを登録します。 
 
 

① ディスカバリー画面に移動した後、「検出」にマウスオーバし、「サブシステム」をクリックします。 
 

 
 
 

② 「- サブシステム -」のプルダウンメニューから、「Windows」を選択します。 
 

 
 
 

③ 「移動」をクリックします。 
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④ 「IP アドレス」と「名前」を入力します。 

「ピング…」をクリックすることで、入力した IP アドレスと通信が可能か確認することができま

す。 
 

 
 
 

⑤ 「コンポーネントサイト」のプルダウンメニューから、プロダクションサイトを選択します。 
 

 
 
 

⑥ 「認証情報」のプルダウンメニューから、「新しい認証情報の追加」を選択し、「ユーザー名」と

「パスワード」を入力します。 

「テストの認証情報」をクリックすることで、正しい認証情報が入力されているか確認すること

ができます。 

最後に「保存」をクリックします。 
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⑦ 待機系サーバ用のサブシステムについても、現用系サーバ用のサブシステムと同様の手順

で作成します。 
 

 
 
 

⑧ 現用系サーバ用のサブシステムと待機系サーバ用のサブシステムを作成した後は以下のよ

うな画面になります。 

サブシステム作成直後は、「資格情報ステータス」にクエスチョンマークが表示されますが、30

秒程でチェックマークに変わります。 
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7. リカバリーグループの作成 

5 章で作成したサブシステム間でリカバリーグループを作成します。 
 
 

① ディスカバリー画面に移動した後、「リカバリーグループの検出」をクリックします。 
 

 
 
 

② 「グループ名」を入力します。 
 

 
 
 

③ 「ソリューションシグネチャ」として「VM Replication with OtherReplicator」を選択し、「その他

のリプリケータ」として「CLUSTERPRO X」と入力します。 
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④ 必要であれば、「設定済み App RPO」、「設定されたデータ RPO」、「設定された RTO」を変

更し、「次」をクリックします。 
 

⑤ 「サーバーコンポーネント」をクリックし、ポップアップ画面にて現用系サーバ用のサブシステ

ムと待機系サーバ用のサブシステムを選択します。選択後、「保存」をクリックします。 
 

 
 
 

⑥ 「ネットワークコンポーネント」を選択し、ポップアップ画面にて現用系サーバ用のサブシステ

ムと待機系サーバ用のサブシステムが選択されていることを確認します。選択後、「保存」を

クリックします。 
 

 
 
 

⑦ 「次」をクリックします。 
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⑧ 「ライセンス」タブの「Recovery [マネージメント, モニタリング]」をチェックした後、 

「保存」をクリックします。 
 

 
 
 

⑨ 「終了」をクリックします。 
 

 
 
 

⑩ 「リカバリーグループ」タブに移動し、工具アイコン (「継続性を変更する」) をクリックします。 
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⑪ 「[グループの管理]」をクリック後、「OK」をクリックします。 
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8. アプリケーショングループの作成 

6 章で作成したリカバリーグループを含むアプリケーショングループを作成します。 
 
 

① ディスカバリー画面に移動した後、「アプリケーショングループの検出」をクリックします。 
 

 
 
 

② 「次」をクリックします。 
 

 
 
 

③ 「アプリケーショングループ名」を入力後、6 章で作成したリカバリーグループ名を選択し、「>>」

をクリックします。最後に「次」をクリックします。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

④ 「機能グループの移動」欄にあるリカバリーグループをドラッグ&ドロップし、「回復順序」欄に
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移動します。最後に「次」をクリックします。 
 

 
 
 

⑤ RTO と RPO を入力後、「終了する」をクリックします。 
 

 
 
 

⑥ 「アプリケーショングループ」タブに移動し、工具アイコン (「継続性を変更する」) をクリックし

ます。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⑦ 「 [グループの管理]」をクリック後、「OK」をクリックします。 
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9. BCOワークフローの作成 (リカバリーグループ) 

リカバリーグループの BCO ワークフローを作成します。作成必須な BCO ワークフローは以下の

通りです。 
 

 NormalFullCopy 
 Failover 
 Fallback 
 FallbackResync 

 
 

① 管理画面に移動した後、「リカバリーグループ」タブ内のリカバリーグループをクリックします。 
 

 
 
 

② 「全ワークフローを表示」をクリックします。 
 

 
 
 

③ ワークフロー一覧は以下のように表示されます。ペンアイコンをクリックすることで、ワークフ

ローを編集することができます。 
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 NormalFullCopy 

 

CLUSTERPRO X では、現用系サーバと待機系サーバのミラーディスク間で常にミラーリン

グが行われているので、ワークフローの編集は不要です。 
 

I. 「次」をクリックします。 
 

 
 

II. 「ワークフローの発行」をクリックします。 
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 Failover 

 

ワークフローはいくつかのアクションから構成されます。各アクションをダブルクリックすること

で、アクションの内容を編集することができます。 
 
 

I. 「名前」に適切なアクション名を入力します。 
 

 
 

II. 「サーバー/マシン名」に、現用系サーバ用のサブシステムを選択します。 
 

III. 「カスタムアクションのタイプ」に、「スクリプト」を選択します。 
 

IV. 「コマンド/絶対パスで実行されるスクリプト」に、現用系サーバ上の movegrp.bat の絶対

パスを入力します。 
 

V. 「x」をクリックして、アクションの内容を保存します。 
 

 
 
 

VI. 2 番目、3 番目のアクションは不要なので、ゴミ箱アイコンをクリックして削除します。 
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最後に「次」をクリック後、「ワークフローの発行」をクリックします。 
 
 

 Fallback 
 

I. 「名前」に適切なアクション名を入力します。 
 

II. 「サーバー/マシン名」に、待機系サーバ用のサブシステムを選択します。 
 

III. 「カスタムアクションのタイプ」に、「スクリプト」を選択します。 
 

IV. 「コマンド/絶対パスで実行されるスクリプト」に、待機系サーバ上の movegrp.bat の絶対

パスを入力します。 
 

V. 「x」をクリックして、アクションの内容を保存します。 
 

 
 

VI. 2 番目、3 番目のアクションは不要なので、ゴミ箱アイコンをクリックして削除します。 
 

最後に「次」をクリック後、「ワークフローの発行」をクリックします。 
 
 

 FallbackResync 
 

CLUSTERPRO X では、現用系サーバと待機系サーバのミラーディスク間で常にミラーリン

グが行われているので、ワークフローの編集は不要です。 
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I. 「次」をクリックします。 
 

II. 「ワークフローの発行」をクリックします。 
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10. BPワークフローの作成 (リカバリーグループ) 

リカバリーグループの BP ワークフローを作成します。作成必須な BP ワークフローは

ReplicationInfoWorkflow のみです。 
 

ReplicationInfoWorkflow は、CLUSTERPRO X のミラーディスクの情報から、RPO と差分データ

サイズを取得するためのワークフローです。 

ワークフローの中で ECX_RepInfo.tcl を実行し、このスクリプトがミラーディスクの情報取得、RPO

と差分データサイズの計算、IBM RO への計算結果の送信を行います。 
 
 
 ReplicationInfoWorkflow 

 

I. 「名前」に適切なアクション名を入力します。 
 

 
 

II. 「サーバー/マシン名」に、「AgentNode」を選択します。 
 

III. 「カスタムアクションのタイプ」に、「IBM Resiliency Orchestration Integration Tcl スクリ

プト」を選択します。 
 

IV. 「コマンド/絶対パスで実行されるスクリプト」に、RO サーバ上の ECX_RepInfo.tcl の絶

対パスを入力します。 
 

本書の例では、/opt/panaces/scripts/ECX/RecGroup/ECX_RepInfo.tcl となります。 
 

V. 「x」をクリックして、アクションの内容を保存します。 
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最後に「次」をクリック後、「ワークフローの発行」をクリックします。 
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11. BCOワークフローの実行 (リカバリーグループ) 

リカバリーグループの管理画面にて、「実行する」をクリックすると BCO ワークフローを実行するこ

とができます。 
 

 
 

以下の全てのBCOワークフローを順番に実行すると、リカバリーグループの管理画面内にRTOが

表示されます。 
 
 NormalFullCopy 
 Failover 
 Fallback 
 FallbackResync 
 

ワークフロー実行の際には、実際にCLUSTERPRO Xのフェイルオーバグループが移動しますの

でご注意ください。 
 

RTOは以下のように表示されます。 
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12. BPワークフローの実行 (リカバリーグループ) 

ReplicationInfoWorkflow は、10 分に 1 回自動で実行され、実行に成功するとリカバリーグループ

の管理画面内に RPO と Pending Data (差分データサイズ)が表示されます。 
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13. BCOワークフローの作成 (アプリケーショングループ) 

アプリケーショングループの BCO ワークフローを作成します。作成必須な BCO ワークフローは以

下の通りです。 
 

 Failover 
 Fallback 

 
 

① 管理画面に移動した後、「アプリケーショングループ」タブ内のアプリケーショングループをク

リックします。 
 

 
 
 

② 「全ワークフローを表示」をクリックします。ペンアイコンをクリックすることで、ワークフローを

編集することができます。 
 

 
 
 
 Failover 
 

I. 「追加」をクリックします。 
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II. 「ワークフロー」タブにて、「ソリューションシグネチャの選択」プルダウンメニューから「VM 

Replication with OtherReplicator」を選択します。 
 

 
 

III. リカバリーグループ名をクリックします。 
 

 
 

IV. 「Failover」欄の「+」をクリックして、ワークフローをコピーします。 
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V. 「次」をクリックします。 
 

VI. 「ワークフローの発行」をクリックします。 
 
 

 Fallback 
 

I. 「追加」をクリックします。 
 

II. 「ワークフロー」タブにて、「ソリューションシグネチャの選択」プルダウンメニューから「VM 

Replication with OtherReplicator」を選択します。 
 

III. リカバリーグループ名をクリックします。 
 

IV. 「Fallback」欄の「+」をクリックして、ワークフローをコピーします。 
 

V. 「次」をクリックします。 
 

VI. 「ワークフローの発行」をクリックします。 
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14. BCOワークフローの実行 (アプリケーショングループ) 

アプリケーショングループの管理画面にて、「実行する」をクリックすると BCO ワークフローを実行

することができます。 
 

 
 
 

以下の全てのBCOワークフローを順番に実行すると、アプリケーショングループの管理画面内に

RTOが表示されます。 
 
 Failover 
 Fallback 
 

ワークフロー実行の際には、実際にCLUSTERPRO Xのフェイルオーバグループが移動しますの

でご注意ください。 
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15. ドリルワークフローの作成 

アプリケーショングループのドリルワークフローを作成します。 

ドリルワークフローを実行するとレポートが生成されます。 
 

本書では一例として、現用系サーバと待機系サーバの状態、フェイルオーバに要した時間、RPO、

Pending Data をレポートに出力するワークフローを作成します。 
 
 

① ドリル画面の「サマリー」タブにて、アプリケーショングループ名をクリックします。 
 

 
 
 

② 「Switchover」ワークフローのペンアイコンをクリックし、ドリルワークフローを編集します。 
 

 
 
 

1番目のアクション: 現用系サーバの状態を出力 
 

I. 「名前」に適切なアクション名を入力します。 
 

II. 「サーバー/マシン名」に、現用系サーバ用のサブシステムを選択します。 
 

III. 「カスタムアクションのタイプ」に、「スクリプト」を選択します。 
 

IV. 「コマンド/絶対パスで実行されるスクリプト」に、現用系サーバ上の checkstatus.bat の

絶対パスを入力します。 
 

V. 「x」をクリックして、アクションの内容を保存します。 
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2番目のアクション: 待機系サーバの状態を出力 
 

I. 「名前」に適切なアクション名を入力します。 
 

II. 「サーバー/マシン名」に、待機系サーバ用のサブシステムを選択します。 
 

III. 「カスタムアクションのタイプ」に、「スクリプト」を選択します。 
 

IV. 「コマンド/絶対パスで実行されるスクリプト」に、待機系サーバ上の checkstatus.bat の

絶対パスを入力します。 
 

V. 「x」をクリックして、アクションの内容を保存します。 
 
 

3番目のアクション: 現用系サーバから待機系サーバへフェイルオーバ 
 

I. 「名前」に適切なアクション名を入力します。 
 

II. 「サーバー/マシン名」に、現用系サーバ用のサブシステムを選択します。 
 

III. 「カスタムアクションのタイプ」に、「スクリプト」を選択します。 
 

IV. 「コマンド/絶対パスで実行されるスクリプト」に、待機系サーバ上の movegrp.bat の絶対

パスを入力します。 
 

V. 「x」をクリックして、アクションの内容を保存します。 
 
 

4番目のアクション: RPOとPending Dataを出力 
 

I. 「名前」に適切なアクション名を入力します。 
 

II. 「サーバー/マシン名」に、「AgentNode」を選択します。 
 

III. 「カスタムアクションのタイプ」に、「IBM Resiliency Orchestration Integration Tcl スクリ

プト」を選択します。 
 

IV. 「コマンド/絶対パスで実行されるスクリプト」に、RO サーバ上の getrpo.tcl の絶対パスを

入力します。 
 

V. 「x」をクリックして、アクションの内容を保存します。 
 

ワークフローは以下のようになります。 
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最後に「次」をクリック後、「ワークフローの発行」をクリックします。 
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16. ドリルワークフローの実行 

アプリケーショングループのドリルワークフローを実行します。 
 

① ドリル画面の「サマリー」タブにて、アプリケーショングループ名をクリックします。 
 

② 「実行する」をクリックします。 
 
 

15章で紹介したワークフローは、現用系サーバまたは待機系サーバにてシャットダウンまたはクラ

スタが停止している場合にはワークフローが途中で停止し、再開するためにはユーザの入力が必

要となります。 
 

以下の手順でワークフローを再開します。 
 

① 停止しているワークフローの実行ステータスをクリックします。 
 

 
 
 

② 停止したアクションの詳細を展開し、「Continue as Success」をクリックすると、ワークフロー

が再開します。 
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17. レポートの確認 

レポート画面にて、各グループの RTO, RPO, ドリルの結果等の各種レポートを確認することがで

きます。 
 

 
 
 

15 章で紹介したワークフローのドリルレポートでは、現用系サーバと待機系サーバの状態、フェイ

ルオーバに要した時間、RPO、Pending Data を確認することができます。 

「Failover」アクションの「Time Elapsed」が RTO を表しています。 
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